
※

　　　　　　　　　　　　　■評価調査員　：

※

番号 項目 できている 要改善 番号 項目 できている 要改善

1 ○ 17 排泄パターンに応じた個別の排泄支援 ○

記述
項目 18 排泄時の不安や羞恥心等への配慮 ○

記述
回答 19

入居者一人ひとりの入浴可否の見極めと希望にあ
わせた入浴支援

○

20 プライドを大切にした整容の支援 ○

21 安眠の支援 ○

22 金銭管理と買い物の支援 ○

23
認知症の人の受診に理解と配慮のある医療機関、
入院受け入れ医療機関の確保

○

24 身体機能の維持 ○

番号 項目 できている 要改善 25 トラブルへの対応 ○

2 ○ 26 口腔内の清潔保持 ○

3 ○ 27 身体状態の変化や異常の早期発見・対応 ○

4 ○ 28 服薬の支援 ○

5 ○ 29 ホームに閉じこもらない生活の支援 ○

記述
項目 30 家族の訪問支援 ○

記述
回答

記述
項目

記述
回答 (記述式で回答)

番号 項目 できている 要改善

6 ○

7 ○ 番号 項目 できている 要改善

8 ○ 31 責任者の協働と職員の意見の反映 ○

9 ○ 32 家族の意見や要望を引き出す働きかけ ○

10 ○ 33 家族への日常の様子に関する情報提供 ○

11 ○ 34 地域との連携と交流促進 ○

12 ○ 35 ホーム機能の地域への還元 ○

13 ○
記述
項目

14 ○
記述
回答

15 ○

16 ○

外部評価の結果

講評

全体を通して（特に良いと思われる点など）

（記述式）

II　生活空間づくり

(記述式で回答)

　 グループホーム 長楽園

建物の外回りや空間の活用

場所間違い等の防止策

家庭的な共用空間作り

入居者一人ひとりに合わせた居室の空間づくり

入居者が落ち着いて生活できるような場づくりとして取り組んでいるものは何か

(記述式で回答)

ＩＶ　運営体制

個別の記録

確実な申し送り・情報伝達

一人ひとりの力と経験の尊重やプライバシー保護のため取り組んでいるものは何か

ＩＩＩ　ケアサービス

入居者のペースの尊重

チームケアのための会議

入居者一人ひとりの尊重

介護計画への入居者・家族の意見の反映

職員の穏やかな態度と入居者が感情表現できる働きか
け

入居者の自己決定や希望の表出への支援
サービスの質の向上に向け、日頃から、また、問題発生を契機として、努力している
ものは何か。

一人でできることへの配慮

入居者一人ひとりにあわせた調理方法・盛り付けの工夫

食事を楽しむことのできる支援

グループホームとしてめざしているものは何か

□には、リンクがあります。※は、WAMNETの事業者情報にリンクします。

理念の具体化、実現及び共有

Ｉ　運営理念 ＩＩＩ　ケアサービス（つづき）

改善の余地があると思われる点（記述式）

日付 平成18年12月15日

薬剤師・介護支援専門員

有限会社　アウルメディカルサービス

介護経験歴６年

事業所名

評価機関名

自主評価結果を見る

評価項目の内容を見る

事業者のコメントを見る（　改善状況のコメントがあります！）

  グループホーム長楽園では、入居者の１番の楽しみ
である食事に重点を置いています。特に魚には「新鮮
さ」を求め、月・水・金は県漁連、火・木・土は地元の魚屋
さんなどから活きのいい獲れたばかりの魚を購入する
ように努めています。また野菜なども地元でとれる旬
の食材をふるに使うなどして、食卓を彩っています。美
味なため、ついつい満腹になる方もおられます。
　現在、ホームにはあいにく看護師がいないので、週１
回訪問看護支援センターに依頼し、訪問して頂いてい
ます。尚且、病院の医師との連携も波長が合い、いつで
も往診に来て頂けるような関係が作られています。
　介護経験が少ない職員も多々居られますが、意欲的
に勉強会などをして介護の基礎から少しずつレベルを
アップ出来るように取り計らっています。昨年よりも前
向きな姿勢が伺える場面が増えているようです。

　「入居者の一人ひとりが、その人らしく生き生きと生活できるようお手
伝いをさせていただきます。」と理念を掲示しています。無理強いせず、
入居者にのんびりと生活してもらっています。
　職員に基本的な介護を身に付けてもらうように、基本に則った介助や
生活面の応援をしていこうとしています。また、入居者の方にストレスを感
じさせない介護をめざしています。

・ ４月に職員体制が大幅に代わり、ケア会議が日々の連絡だけになり易くなっています。入居者
の行動をよく観察し、積極的に意見交換する場面を形成して記録に残していくと、さらに前向き
な介護になるでしょう。

・ 外での散歩を控えているようですが、施設の周りには車イスなどでも移動できる最適な空間
（環境）が整っているので、もっと活用してみてもよいと思います。

・ 通院時、職員が入居者に連れ添うため、グループホーム内の見守りが不足しやすいようです。

　施設内が広いので自由に歩き回ったり、ぼんやりとテ
レビを見てもらったりして、ストレスがたまらないように
気をつけています。居間などの照明は明るくし、活動的
な感じにしています。職員は入居者に孤立感を持たせ
ないようこまめに言葉かけをしています。

　入居者の中には、入所前からの趣味である盆栽の手入
れに力を入れている人がいます。職員も教えてもらいなが
ら一緒にしています。
　また食事の準備も手伝ってもらいます。入居者のレベル
もあるので、その方にあったことをしてもらっています。

　職員が大幅に入れ替わりました。経験の少ない職員も見られるた
め、勉強会などを通して介護の基礎や病気について勉強しています。
　個別の記録など書くときに、文章を書くのが苦手な職員も見られま
すが、どのように書けばよいのかしっかりとベテラン職員などに聞いて
勉強しています。
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